
 

 

 

 

 

大都市共同でごみの減量化・資源化キャンペーンを実施します 

 

ごみの問題は、今や資源保護や温暖化など地球規模の面からも捉えられ、各自治体が緊急に対

処しなければならない重要な課題の一つとなっています。このため、ごみのリデュース（発生抑

制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生利用）の３Ｒを進めて「循環型社会」を創っていく

具体的な取組みが必要です。 

このような状況のもと、２０政令指定都市及び東京２３特別区の清掃事業担当部門で構成する

「大都市清掃事業協議会」で、ごみの減量化・資源化に向けた様々な検討や情報交換を行ってい

ます。 

ごみの減量化・資源化の推進は、継続的に取り組まなければいけないとの共通認識に基づき、

平成４年から毎年、大都市が連携して「ごみの減量化・資源化」に対する市民・事業者の意識啓

発を図ることを目的として、共同キャンペーンを実施してきました。 

３１回目となる今年度は、以下のとおり実施します。 

 

記 

 
１  事 業 主 体  大都市減量化・資源化共同キャンペーン実行委員会 

（各都市ごみ減量化・資源化担当課長で構成） 

２ 実 施 期 間  令和４年１０月１日から１０月３１日まで（３Ｒ推進月間） 

３  キャンペーンエリア  札幌市・仙台市・さいたま市・千葉市・東京２３特別区・横浜市 

川崎市・相模原市・新潟市・静岡市・浜松市・名古屋市・大阪市 

堺市・岡山市・広島市・北九州市・福岡市・熊本市 

４  キャンペーンの内容 再生紙を使用した「オリジナルポスター」とオリジナル啓発用グッズで

ある「バイオマスプラスチックカップ」を製作し、１０月の３Ｒ推進月

間を中心に活用し、より多くの方に３ＲをＰＲしていきます。 

５ 使 用 媒 体 ・ポスター（別紙「令和４年度大都市減量化・資源化共同キャンペーンメイ

ンビジュアル趣意について」参照） 

全国１５，０６３枚（北九州市分：９５０枚） 

※本市では、公共施設等に掲出 

・バイオマスプラスチックカップ 全国１３，３００個 

（北九州市分：７００個） 

※本市では、環境関連事業で活用する予定 

６ 報道に当たっての留意点  著作権の都合上、ポスターの改変やキャラクターのみの転載等はご容

赦ください。 

            コピーライトマークを記載している画像を使用される場合は、必ずコ

ピーライトマーク以下の表記も含めて報道してください。 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ ２ 日 （ 木 ） 

北 九 州 市 環 境 局 循 環 社 会 推 進 課 

電話：（０９３）５８２－２１８７ 

 課 長 ： 原 田  係 長 ： 河 本 


